
付属品一覧

アームの組み立て / デスクへの固定方法 (クランプ方式 )

AS-MABZ03 ver.1AS-MABZ03マニュアル

左図を参照にクランプパーツ①～③
を組み合わせ、付属の六角レンチ

（5mm）を使ってクランプ固定ネジ①
をしっかりと固定をしてください。

クランプパーツ①と②を組み合わ
せる際は小凸が1つ、大凸が2つあ
るので、それぞれがしっかりとは
まるように組み合わせてください。

2~9kg まで
クランプ方式 / グロメット方式

17 ～ 32 インチまで

クランプ：10 ～ 80mm
グロメット：10 ～ 40mm
幅：120ｍｍ / 奥行：103mm

約 503 x 117 x 578mm ( W x D x H)

約 2.2kg
アルミ / スチール / プラスチック
1 年間

回転　　： 360°(±180°)
パン　　： 180°(±90°)
チルト　： 110°(±55°)

Monitor Arm Basic
VESA 75x75mm / 100x100mm
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9

モニター固定ネジ
           M4-12mm

モニター固定ネジ
           M5-12mm ワッシャー (D5)

クランプ
パーツ①

クランプ
パーツ③

クランプ
固定ネジ①

六角レンチ
（5mm）

クランプパーツ④

クランプ
固定ネジ②

六角レンチ
（4mm） 10〜35mm

取り付けるデスクの天板の厚さが
10～35mmの場合はクランプ部品
の上2つの穴に合わせてクランプ
パーツ④を固定をしてください。
35mm以上の天板の場合は下2つの
穴に合わせて固定をしてください。

〒110-0006
東京都台東区秋葉原5-9 明治安田生命秋葉原ビル
https://archisite.co.jp
サポートダイヤル｜03-6859-0284
受付時間｜10:00〜12:00 / 13:00〜17:00

（弊社指定定休日・年末年始・土日・祝祭日を除く）

販売元

サポート / 連絡先

お客様または第三者がこの製品の

誤使用や使用中に生じた故障、そ

の他の不具合またはこの製品の使

用によって受けられた直接的、間

接的損害について、法令上の賠償

責任が認められる場合を除き社は

一切その責任を負いませんので予

めご了承ください。

免責事項

アーム①

アーム②

クランプ
パーツ①

クランプ
パーツ②

クランプ
パーツ③

クランプ
パーツ④

クランプ
固定ネジ①

クランプ
固定ネジ②
        x2pcs

六角レンチ
（4mm）

六角レンチ
（5mm）

グロメット
パーツ①

❶

❷

❸ 左図を参照に❶で組み合わせたク
ランプ部品にクランプ固定ネジ②
でクランプパーツ④を固定します。
クランプパーツが完成します。

大凸小凸

35〜80mm

クランプ
パーツ②

下図をご確認の上、下記の手順で組み立て・固定を進めてください。



アームが抜けない
程度に固定ネジを
締めてください。

六角レンチ
（4mm）

アームの組み立て方法

モニターの取り付け方法

六角レンチ
（5mm）

クランプ
パーツ④

アーム②

アームの回転は360°回転、180°回転のふた通りから選べます。
クランプ挿し込み口にあるネジの状態で回転率を設定します。
ネジは六角レンチ（4mm）で調整できます。

机に取り付けたクランプパーツに
アーム②を挿し込み、アーム②の
挿し込み口近くにある固定ネジを
締めてアームが抜けないように固
定をしてください。

アームが抜けない
程度に固定ネジを
締めてください。

アーム①

アーム①（梱包時）

モニター固定部分
（VESA）

モニター固定部分
（VESA）

アーム②

アーム②にアーム①を挿し込み、
❶と同じようにアーム②の挿し
込み口近くにある固定ネジを締
めてアームが抜けないように固
定をしてください。

上記の注意事項を確認の上、下図のように取り付けるモニターにネジを取り
付けてください。
ネジを締める際は電動ドライバー等を使わず、必ずプラスドライバーを使っ
てネジの締め具合を確認しながら行ってください。

最後に、3mm程度浮かせた状態の
上2つのネジを最後まで締め、4つ
全部のネジがしっかり締まっている
ことを確認してください。

❶

❶

❷

❸

クランプの取り付けに関しての注意

アームの回転率の設定について

下図をご確認の上、下記の手順で組み立て・固定を進めてください。

梱包時はアーム①のモニター固
定部分（VESA）は左に折りたた
まれています。使用時はVESA
部分上部の「UP↑」という記号が
正面真上を向いた状態に直して
からご使用ください。

本作業は必ず※大人2名で行ってください。

左図を参照に、❶で締めた3mm程度
浮かせたネジをアーム①の先端の切
り欠けに引っ掛けてください。

付 属 のM4-12mmネ ジ、も し く は
M5-12 mmネジとワッシャーを組み
合わせ、取り付けるモニターのVESA
穴の上2つに締めてください。

（モニター裏にある75x75、もしくは
100x100のネジ穴の上2つ）
この際、根元までしっかりと締めずに、
3mm程度浮かせた状態にしてください。

引っ掛けた状態を維持したまま、❶
でとめていなかった下2つのネジ穴
にネジを締めてください。

プラスドライバー

切り欠け
❷

❸

❹

各部のネジはしっかりと締め付け固定をしてください。
定期的にネジの緩みがないかを確認し緩んでいる場合はネジの締め直しを
行ってください。

モニターの取り付けに関しての注意
クランプをデスクに固定するには下記スペー
スが必要です。取り付ける前にご確認ください。

厚さ：10～80mm / 幅：120mm/ 奥行：103mm

対応の厚さ / 幅 / 奥行

デスクに固定する際は、左図を参照にクラン
プパーツ④の底面のネジを付属の六角レンチ

（5mm）で回して固定をしてください。
緩みがないかを確認してしっかりと固定をし
てください。

❺

ネジが飛び出しておらず
フラットな状態。

（初期設定）

360°回転 にする場合

ネジが 5mm 程度
出た状態。

5mm

180°回転 にする場合

3mm 程度浮かす

M4-12mm
もしくは
M5-12mm

ワッシャー

六角レンチ
（4mm）

クランプ
挿し込み口



ケーブルガイドの取り付け方法

モニターの調整 アームの組み立て / デスクへの固定方法 (グロメット方式 )

六角レンチ
（5mm）

六角レンチ
（5mm）

取り付けたモニターが下を向いてしま
う場合は、左図を参照に六角レンチ

（5mm）で時計回りにネジを回してく
ださい。
時計回りに締めることで固定の強さを
高めることができます。
反時計回りにネジを回すと強度を落と
すことができますが、モニターが急に
下を向くので注意して行ってください。

10-40mm

Φ10-60mm
グロメット方式で取り付ける場合は
　　 の部分を本項に差し替えて組
み立てを行ってください。

グロメット方式で固定をする際は
10〜40mmの 天 板 の 厚 み とΦ10〜
60mmの取り付け穴が開いている必
要があります。

クランプ
パーツ④

グロメット
パーツ②

取り付けたモニターの位置が下がって
くる場合は、左図を参照に六角レンチ

（5mm）で時計回りにネジを回してく
ださい。
時計回りに締めることでスプリングの
強さを高めることができます。

絶対に反時計回りにネジを回さないでください。
スプリングの強度が下がり急にモニターが落ちることになり非常に危険です。

注意事項

❶

左図を参照にクランプパーツ④の円
盤部分のネジを外し、グロメット取り
付けで使用するグロメットパーツ②
をクランプパーツ④から取り外して
ください。

❷

左図を参照にグロメットの組み立て
を行ってください。
クランプパーツ①と②を組み合わせ
る際は小凸が1つ、大凸が2つある
ので、それぞれがしっかりとはまる
ように組み合わせてください。

❸

デスクに固定する際は、左図を参照
にグロメットパーツ②の底面のネジ
を付属の六角レンチ（5mm）で回して
固定をしてください。
緩みがないかを確認ししっかりと固
定をしてください。

組み立て後は　　　　　　の組み立
て行程を同じように行ってください。

❹

下図をご確認の上、下記の手順で組み立て・固定を進めてください。

❶モニターの位置が下がってくる場合

❷モニターが下を向く場合

ケーブルガイドを使用する際は、
上図を参照に取り付けてください。

ガイド部分を持って、上にスライ
ドをするとガイドが外れるので
ケーブルを挟み、逆の操作でアー
ムにガイドを取り付けてください。

無理に力をかけると破損しやすく
なりますのでご注意ください。

プラス
ドライバー

クランプ
パーツ①

グロメット
パーツ①

グロメット
パーツ②

クランプ
パーツ②

六角レンチ
（5mm）

大凸 小凸

〜


